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希学園 第399回 公開テスト 小６ 算数 2025年８月10日実施 解説 (２－１)
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(与式)＝14×38＋14×２×37＋14×４×22＝14×(38＋74＋88)＝14×200１
＝2800

250×0.12＋300×0.18＝84(ｇ)…食塩の量２
84÷0.14＝600(ｇ)…まぜ終わった後の食塩水全体の量

よって，600－(250＋300)＝50(ｇ)…加えた水

はじめに持っているＡ，Ｂのお金をそれぞれ12円，13円とする。

(12－360)：(13－940)＝８：５

(13－940)×８＝(12－360)×５ → 104－7520＝60－1800

44＝7520－1800＝5720 １＝5720÷44＝130

よって，12＝130×12＝1560(円)

７で割って３余る
63で割って59余る(不足共通)

９で割って５余る

(1000－59)÷63＝14余り59 よって，14＋１＝15(個)

全生徒数は，32×６×３＝576(人)以上，34×６×３＝612(人)以下

また，男：女＝22：17より，全生徒数は，22＋17＝39の倍数となる。

576÷39＝14余り30 よって，39×15＝585(人)(585＋39＝624(人)は範囲外)

三角形ＢＣＥ＝ア，三角形ＡＥＤ＝イ，三角形３
ＥＣＤ＝ウとする。

アとイの面積の差は，両方にウを付け足しても

変わらない。

イ－ア＝(イ＋ウ)－(ア＋ウ)

＝三角形ＡＣＤ－三角形ＢＣＤ＝６×６÷２－６×６÷４＝９(㎠)

三角形ＡＢＣと三角形ＡＥＤは相似。

ＡＥ：ＥＤ＝ＡＢ：ＢＣ＝６：12＝１：２
１

これより，ＡＥ＝６×─＝３(㎝)
２

ＢＥ＝６－３＝３(㎝) ＢＦ＝12－３＝９(㎝)

三角形ＤＥＦと三角形ＧＢＦは相似。

ＢＦ：ＢＧ＝ＥＦ：ＥＤ＝12：６＝２：１
１ ９

これより，ＧＢ＝９×─＝─(㎝)
２ ２

９ ３
よって，(６＋─)×３÷２＝15─(㎠)
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右の図のように延長して考える。

相似比 ３：６＝１：２

体積比 １ ：２ ＝１：８
３ ３

１
体積(ア)…３×３×π×４×─×(８－１×２)

３
＝72×π＝226.08(㎤)

くり抜かれた円すいの側面積は，延長した円すいの側面積と同じになるので，

求める表面積は，大きな円すいの表面積と同じになる。

表面積(イ)…６×６×π＋10×６×π＝96×π＝301.44(㎠)

１三角形ＡＢＦの面積は，正六角形ＡＢＣＤＥＦの面積の─。４
６

１ １ １
三角形ＢＦＧの面積は三角形ＡＢＦの─より，72×─×─＝４(㎠)

３ ６ ３

直線ＢＤ，直線ＤＦを引くと，ＧＨ：ＨＤは，三角形ＢＦＧと三角形ＢＤＦの

面積の比と同じになる。

１ １
三角形ＢＤＦの面積は正六角形ＡＢＣＤＥＦの─より，72×─＝36(㎠)

２ ２

よって，ＧＨ：ＨＤ＝三角形ＢＦＧ：三角形ＢＤＦ＝４：36＝１：９

三角形ＧＤＦと三角形ＢＦＧは，底辺がＧＦで共通，高さの比は２：１より，

面積は２倍。

これより三角形ＧＤＦの面積は，４×２＝８(㎠)
１

よって，三角形ＧＨＦの面積は，８× ＝0.8(㎠)
１＋９

【別解】
１

直線ＡＤを引くと，三角形ＡＤＦの面積は正六角形ＡＢＣＤＥＦの面積の─。
３

１ １ １
三角形ＧＤＦの面積は三角形ＡＤＦの面積の─より，72×─×─＝８(㎠)

３ ３ ３

１
よって，三角形ＧＨＦの面積は，８× ＝0.8(㎠)

１＋９



希学園 第399回 公開テスト 小６ 算数 2025年８月10日実施 解説 (２－２)
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下の図１のようなダイヤグラムとなる。５
１回目に出会う場所をＴとすると，ＰＴ：ＴＱ＝２：３

Ｂの休けい時間が10分のとき，ＡとＢがそれぞれＰＱを１往復する時間は同じ

となる。

よって，グラフの対称性より，ＰＳ：ＳＱ＝３：２となる。

ＰＲ：ＲＱ＝１：１より，ＰＲ：ＲＳ：ＳＱ＝⑤：①：④

①＝240ｍより，ＰＱ＝⑤＋①＋④＝⑩＝240×10＝2400(ｍ)

図１のダイヤグラムの太点線部分について拡大したものが図２。

ＲＳ間の240ｍについて，速さの比が２：３なので，かかる時間の比は３：２。

３
３＋２＝５＝10(分) ３＝10× ＝６(分)

３＋２

よって，Ｐ→Ｑ(Ｒ→Ｓ)の速さは，240÷６＝40(ｍ/分)

１
６×６×６×─＝72(㎤)６

３

四角すいＡ－ＢＣＤＥを正面から見たものが右図。

求める立体は，底面が右図の三角形ＭＪＫである三

角柱を斜めに切った立体となる。

高さの平均を利用すると，求める体積は，

２＋６＋６
６×４÷２× ＝56(㎤)

３

２
ＬＭ＝６×─＝２(㎝) ＭＮ：ＪＮ＝ＬＭ：ＫＪ＝２：６＝１：３

６
右上の図で，ＭＪとＬＫの交点をＮとすると，Ｎにおける奥行きは，ＭからＪ

への奥行きの増加量が，６－２＝４(㎝)であることより，

１２＋４× ＝３(㎝)
１＋３

１ ２＋３＋６
求める立体の体積は，72－56－６×４÷２×─× ＝５(㎤)

４ ３

Ａは，１～９の９通り。Ｂ，Ｃは０～９の10通り。７
よって，９×10×10＝900(個)

３で割った余りに注目する。

Ｃ＝０，３，６，９のとき，ＡＢは３の倍数。

ＡＢに当てはまる数は，12，15，…，99より，(99－12)÷３＋１＝30(個)

Ｃ＝１，４，７のとき，ＡＢは３で割って１余る数。

ＡＢに当てはまる数は，10，13，…，97より，(97－10)÷３＋１＝30(個)

Ｃ＝２，５，８のとき，ＡＢは３で割って２余る数。

ＡＢに当てはまる数は，11，14，…，98より，(98－11)÷３＋１＝30(個)

よって，４×30＋３×30＋３×30＝300(個)

ＡＢＣＢＡ＝10000×Ａ＋1000×Ｂ＋100×Ｃ＋10×Ｂ＋１×Ａ

＝10001×Ａ＋1010×Ｂ＋100×Ｃ → ７の倍数

10001÷７＝1428余り５ 1010÷７＝144余り２ 100÷７＝14余り２

これより，５×Ａ＋２×Ｂ＋２×Ｃが７の倍数になればよい。

Ａ＋Ｂ＋Ｃ＝10より，

５×Ａ＋２×Ｂ＋２×Ｃ＝(Ａ＋Ｂ＋Ｃ)×２＋３×Ａ＝20＋３×Ａ →７の倍数

これに当てはまるＡは５のみ。

Ｂ＋Ｃ＝10－５＝５となるので，当てはまる数は，

50505，51415，52325，53235，54145，55055の６個。

よって，50505＋51415＋52325＋53235＋54145＋55055＝316680

(配点) ；各５点×４ 他；各４点×20


